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第Ⅴ章 自然科学分析

第 1節 土器圧痕について

本追跡 で出土 した土群の中か ら植物種子や動物迫存体 と考え られ る土器圧痕 を12点抱赦 した｡以下

作英記録 と観索の結兆 については別炎 を参 照 され たい｡

第 1表 土器圧痕探査の作業記録

作某の記録

謎にーしA

■■il■暮Et■ iILt■V■ ■t■lt

77./1J..>

十千 + 上血耶点淵.Mlと i誌淵と書えらもrî 軟く=みられる と上+Il那にNかつ⊂<▲tJPtq)形状からコク-/ シと注した

一■■ TP■■ ■l■Ehl ▲ミ●9Ji向に■it■■■′l ユ_5-ヽ I】A′■叶JL+■が～方向に広状■した. ■■ られILいrtる和される ++I.1+.

良35 tナIIT'㍊た.A)nlヽ+▼ .一 .才れがに24.の銭が 十 rは++体がき. lt-(-■ 内 ヰほ■●lLb介してhtb■ え した

● a ■ Alト+~に¶■ItI+一】に切は′亡き J5の形Iを(まt♯されILIlH形の■｢.^各 缶■ 41でもll;^′二が.こrLl果す JF二別

A-lt■ I+

■■ tI一■1■■ Etlll lI芹l-I

● 一一l■ きれる
iー らMbq)J.

+1.5-kill IこIl

↑ ILさそp)で

l一 一一+ 形暮をriL.戊●ー 木片

ld

L; l一■ 1-I ･らV)L=ビNLlがあり.Af#群でも 十Iー
l司

I-i 一iした.

■ 1 一一l■◆ヽIー ～-十-′+ldffLで■iEiかrllL1するiするN rではLirlJ す.HaFに以TL:抄 ftF.

■l一 1★ ■一l■外十一 十J']^美と ら★ ■一l■外十一 十J']^美と ら

観察の結果は､植物の茎 3点､種子 4点 ､木片 l点､種子状の不明圧痕 2点､不明 1点､コクゾウム

シ 1点であった｡梯子の内､ 102IL10】の 2点は 9- LO世紀の籾圧痕､その他の 2点は純文晩期の資料で

あるが種の同定には及ばないo また､本追跡の圧板野料は純文早)g]～中世の土師音詩まで存在す るoつま

り､粘土を使用す るものであれば､全てが研究対象 となる｡また､iF.lt内の圧1良姿料 を概観すると弥生時

代以降の圧痕には､イネの圧痕に偏 りが見 られ るO これは､籾圧痕が織別 しやす く感官故が向き易い とい

う探査時の関越 があるものの､それだけが即因ではないだろ うO今後､イネ以外の圧蝦 の探査 とともに

検℡寸しなければな らない秋題 U)-つであ り､研究V)深化が期待 され る｡

証 1)レプリカ法については､福岡7f】埋蔵文化財セ/タ-にでコmTl指尋を受け.桝田がレプリカ作成をtI峠n瑚歳文化財セ/ダー

にて行った｡また 走充怒+斬赦栽 (sEiM)の奴群については､首輪的t総合展某釈敦勘の紙iZ]共氏の協力の下 同駅無機

にて伽tllが行った｡なお レプリカに他州した桁行トや手Ll=こついては､福岡7f■埋戚文化財センター2006｢LT)_l二抑圧111レ

プリカ法Ll潔の千引き｣r柘引即fr埋歳文化肘セ/タIiF報JI耶25-uを参tmされたい｡
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NA7 (xll) No.7 (x40) No.7 (×50)

土器圧痕拡大写真 l (縄文土器 A区 8 24･35 40.B区 7)
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No.102(×15) rhlO2(×15) 仙401(米lo)

土器圧痕拡大写真2 (縄文土器 B区13 44 57･74 76.古代棄 A区102.B区401)
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第2節 筆紙追跡B区 にお けるテ フ ラおよび植物迫存 体 分析

株式会社 古環境研究所

土層とテフラ

1 はじめに

宮崎脹域南部に分布する後期更新lit以降に形成された地層のrPには､湖山､姶良､鬼非､桜島､池EEl

湖などの火ILHこ由来するテフラ (火山砕屑物､いわゆる火山灰)が数多く認められる｡テフラの中には

噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり､これらとの屈位関係を追跡で求めることで､追跡の

椛築年代や遺物包含屑の堆横年代などを知ることができる｡

そこで都城市範無追跡においても､地質調査を行って土層の層序を記徴するとともに､採取した試料

を対象としてテフラ検出分qrと屈折率測定を行って､指標テフラの検出同定を試みることになった｡調

査分qrが行われた地点は､B区 (D2地点)のJ17･K16･M16グリッドの3地点および調査区北壁 (節

4地点)の合計4地点である｡

2 土層の層序

(1)第 l地点 くM16grld〉

節 1地点では､下位より炎色砂質細粒火LLJ灰屑 (屑犀 3cm以上)､褐色土 (眉犀 4cm)､噌灰色土 (屑

犀 7cm)､細粒の栂色軽石を少故含むiIと色土 (眉犀17cm,軽石の)'謹大径3mm)､故色軽石混じりillf色土

(屑原 9cm.軽石の最大径11mmL)､yl色軽石屑 (屑LP:28cm,軽石の最大径19mnl,石質岩片の広大径3null)

が罷邑められる (図 1)｡

これらのうち巌下位の粒色砂質細粒火山灰眉については､眉相から約7,300年前 (暦年較正年代,以

下同様)に鬼界カルデラから噴出した鬼鼎アカホヤ火山灰 (K-Ah,町田 ･新井,1978)に同定される｡

また､炎色軽石層については､層柵から約4,600年前に#鵜火LIJ御池火口から噴出したと考えられる第

品御池テフラ (Kr-M,町田 ･新井,Ⅰ992,2003,奥野,1996)に同定される｡

(2) 第2地点 くK16gr■d〉

第 2地点では､下位より暗灰褐色土 (屈原L7cm以上)､茄色軽石にriifむ鴫灰褐色土 (屈原15cm,軽石

の最大径 9luul)､炎色軽石混じりでより色調が暗い暗灰褐色上 (屑犀】8cln,軽石の過大径5JulJ)､成層 し

たテフラ屑 (屑倖25cn))､わずかに灰色がかった褐色土 (層群 7cIm)､晒灰褐色土 (屈原 9cn))､,E牲色土

(屈原L7cTD)､炎色軽石に訂むi-,ミ禍色土 (同好lLIcm,軽石の最大径16ruu)が認められる (図 1)｡

これらのうち､峠灰禍色土中に多(含まれる炎色軽石については､層位や岩相などから､約8,000年

札 1997)と考えられる｡また成層 したテフラ屑は､下部の褐色火LLJ豆石混じり軽石屑 (屑犀4cm.軽

石U)尾大径11LuD,火山豆石U)巌大径 5LuLn)と､上部u)炎位色砂幻細粒火LLJ灰屑 (屈原21cm)からなるO

このテフラ屑は､屈伸からK-Ahに同定される｡さらに､巌上位の,E.Iを褐色土中に多く含まれている茄色

軽石については､層位や岩相からKr-Mに由来すると考えられる｡

(3) 第3地点 くJ17grld)

一】6LI-



(屑JSE22cm,軽石の応大径11mmL)､yl色軽石を多く含む暗灰褐色土 (屑JP27cm,軽石のJa大径 5nul))､yl

色軽石混じり暗灰褐色土 (屈原40cm､軽石の広大径9m1m)､I.Zも灰褐色士 (屈原32cn))､若干硬い暗灰褐色

土 (屈原17cm)､暗灰栂色土 (屑厚27enl)､先灰色軽石屑 (眉厚Hcm､軽石の品大径13ⅠlHll､石質岩片の広

大径3mmL)､gl灰色軽石にTtlむ暗灰褐色土 (屑原3lcm､軽石の尾大径8lLlm)が認められる (図 日｡

これらのうち般下位の炎色軽石屑は､屑相からKr-Mに同定される｡また恭灰色軽石屑については､

屑相から1471(文ELF13)年に桜砧火山から噴出した桜鵜3テフラ (STT3､小林､L986､町田 ･新?1､

1992､2003)と考えられる｡

(4) 第4地点 くI17grld〉

第4地点では､Wt:質のE.払褐色土 (屈原J]OcTu以上)の上位に､成層したテフラ屑 (屑J軍25cm)が認めら

れる｡このテフラ屑は､下部のかすかに成層し若干哉色がかった白色軽石層 (屈原24cm,軽石の般大径

9ruJu)と､上部のわずかに炎色がかった灰 白色砂質細粒火山灰屑 (屈原 1cm)からなる｡このテフラ層

は､屑相からSz-3に同定される｡

3 テフラ検出分析

(1) 分析試料と分析方法

基本的に5cmごとに設定採放された訳料のうち､第 1- 3地点の21点を対象にテフラ検出分qrを行っ

た｡分析の手順は次のとおりである｡

1)駅料10gを軒並0

2)超音波洗浄により泥分を除去｡

3)80℃で恒温乾燥｡

4)実体嫉微鏡下でテフラ粒子の出や′持徴を観乳

(2) 分析結果

テフラ検出分析の鶴架を袈 1に示す.邦 1地点では､試料6から試料4にかけて､ごくわずかに灰色

がかった白色の細粒軽石 (尾大径21mmL)が含まれている｡訳料 3より上位ではyl白色軽石が総められ

るが､この軽石は上位の軽石屑に多く含まれているものである｡火山ガラスとしては､試料 】を除くい

ずれの飲料にも､透明､淡槻色､禍色のバブル型ガラスや軽石型ガラスが含まれている｡この火山ガラ

スはとくに拭料9に多い.このほか､試料 8から飲料 7にかけては白色の軽石型ガラス､猷料G加ら釈

料4にかけてはごくわずかに灰色がかった白色軽石の細粒物､試料3や試料 2には式白色軽石の細粒物

である軽石型ガラスが各々認められる.

第 2地点では､訳料6に光沢をもつ白色軽石 (崩大径29nLm)がごく少放含まれている｡試料4から

釈料 1にかけては､ごくわずかに灰色がかった白色の細粒軽石 (]註大径22LuJ])が少左とずつ含まれてい

る｡火山ガラスとしては､透明､淡褐色､栂色のバブル型ガラスや軽石型ガラスが含まれている｡この

ほか､駅料6および訳料4-釈料 1に白色U)軽石型ガラスが含まれているO

第 3地点では､訳料3Lの軽石眉に54白色軽石が多く含まれている.またこの軽石は試料 5にかけて

(上方にむかって)次節に減少する傾向にある.釈料13および釈料9には､暗褐色スコリア質細粒火山

灰が含まれている｡ とくに釈料9には､少虫ながら円を褐色のスコリア粒子 (最大径20mm)が誰められ

る｡訳料 1には､比較的粗粒のil-1灰色軽石 (応大径114nul))がとくに多く含まれている｡

一】65-



4 屈‡斤奪測定

(1) 測定試料と測定方法

第 2地点の試料 2に含まれる火山ガラスについて､温度変化塑屈折率測定装置 (古滞地質剃,MAl0】)

によりJEg折率測定を行った｡

(2) 測定結果

屈折率測定の船架を衣 2に示す｡第 2地点の試料 2に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)はblmOdalで､

1L198-i50Lと1509-】513の値が得られた｡

5 考察

邦 2地点の試料 2に含まれる火山ガラスの多くは､火LLJガラスの特徴や屈折率から､約26-29万年

LllTTに姶良カルデラか ら噴出 した入戸火砕流稚機物 (A-Jto,荒牧.L969)やそれにFA係する姶艮Tn火山

灰 (AT.町Lu･新井.L976,】992,松本ほか.1987,村山ほか,1993,池凹ほか,L995)､およびK-Ah

に由来すると考えられる｡blmOdalな屈折率のうち､低い値のガラスの多くがA-】toやA】､Tulい値のガラ

スがK-Ahに由来すると考えられる｡

また､この駅料をはじめとして､KrMの下位の土壌に含まれているごくわずかに灰色がかった白色

の細粒軽石については､その岩相から約6,400年前に他州胡カルデラから噴出 した池川湖テフラ (Lk,

成尾 ･小林,1983.町Eu 新井.2003)に由来する可能性が市.')い｡ この眉準には､1別称石も少虫ながら

雷払められる｡今回は並が少なく白色軽石型ガラスのみの測定は困雌であったが､A)の火山ガラスの屈

折率の一部は､lkのそれ (n 150111502,町田 ･新井,2003) とも正接することから､この銑料に含

まれる細粒の白色軽石型ガラスがlkに由来する可能性も完全には否定できない｡

第 3地点の釈料】3や駅料 9に含まれるスコリア粒子やスコリア質の粗粒火山灰については､瀬島火山

に由来する可能性が考えられる｡とくに飲料 9に含まれるより他校のスコリアについては､その特徴か

らL0-13世紀に期砧火山から噴出した#鵜高原スコリア (Kr-ThS,井ノ上,】988,早 EEl,1997) と考

えられる｡なお応近では､このスコリアの年代を1235 (薪祖元)年とする説もある (奥野ほか,2000,

町田 ･新札 2003)｡

6 まとめ

テフラ分析の結光､下位より桜kblLテフラ (Sz一日,約8,000年前 暦年較正年代,以下同様)､鬼淋

アカホヤ火山灰 (K-Ah,約7.300年前)､瀬島御地テフラ (Kr-M.約Ll,600年前)､凝鵜市J,Sミスコリア

(Kr-rhS,10-Ⅰ3世紀)､桜抽3テフラ (Sz-3,L47】年)が昏さめられた｡また､K-AhとKr-MのF;jJに池Lu

湖テフラ (】k,約6,L100年前)の層位がある可能性も指摘された.
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表 1 テフラ検出分析結果
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9
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++ pm ill白, 白
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+十+
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m 黄 白, 白

m 炎 白, 白

++++ とくに多い,+++ 多い,++ EP粒度,+ 少ない,- 認められない

放大総のl糾立は.mrn.bw バブル型,prn 軽石乱 sc スコリア塾

表 2 屈折率測定幸吉果

地点 就料 火 山ガ ラス (∩)

第 2地点 2 149811501,150911513

屈折率のカIJ定は温度一定型屈折率耕l定法把 (MAl01)による
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植物珪酸体分析

1 はじめに

植物珪酸体は､植物の細胞内に珪酸 (SIO2)が#.A鎖 したものであり､植物が枯れたあともガラス質

の微化石 (プラン ト･オパ-ル)となって土壌中に半永久的に頻っている｡植物珪酸体分析は､この微

化石を追跡土壌などから検出して同定 ･足先する方法であり､イネをはじめとするイネ科栽招植物の同

定および古植生 ･古宛境の推定などに応用されている (杉山,2000)｡また､イネの消長を検討するこ

とで埋蔵水田跡の検証や探奈も可能である (藤原 ･杉山,198Ll)｡

2 吉武料

分析試料は､邦 3地点から採取された9点および第4地点から採取された1点の計10点である｡試料

採政節所を分qT結光の柱状図に示す｡

3 分析法

臓物珪厳体の抽出と定茄は､ガラスビーズ法 (勝取 1976)を用いて､次の手順で行った.

1)飲料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)訳料約 1gに対 し直径約40FJmのガラスヒーズを約002g添加
(稲子分析天秤により01rugの稲ILEで秤左と)

3)qi気炉灰化壮 (550℃ I6相関)による脱有機物処Bit

4)超音波水中照射 (300肌/･42KH7.･10分rl")による分散

5)沈底法による20〃m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラー ト作成

7)検蚊 ･計数

同定は､400倍の偏光顕微鏡下で､おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として

行った.計数は､ガラスビ-ズ個数がLIOO以上になるまで行った｡これはほぼプレパラ- ト1枚分の柑

掛 こ相当する｡試料 】gあたりのガラスt:-ズ個数に､計数された植物珪慨体とガラスビーズ個数の比

率をかけて､試料 1g中の植物珪酸体個数を求めた｡また､おもな分粒鰍 こついてはこの他に試料の仮

比gi()0と仮定)と各植物の換節係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物休乾証､単位 10-5g)

をかけて､ifi位面職で屑厚 lcTnあたりの植物体生産ilとを許出した.これにより､各植物の繁校状況や植

物問の占有割合などをil体的にとらえることができる｡イネの換詐係数は294(種実盃は103)､ヨン

属 (ヨ-/)は63L､ススキ属 (ススキ)は】24､メダケ節はL]6､ネザサ節はOL18､チマキザサ飾 ･チ

ソマザサ節は075､ ミヤコザサ節は030である (杉山,2000)｡ タケ亜科については､植物体生産出の

推定値から各分類畔の比率を求めた0

4 分析集吉黒

川 分類群

分析飲料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである｡これらの分類畔について定故を

行い､その結火を表 1および図1に示 した｡主変な分軸群について較徴税写LTを示す｡
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〔イネ科〕

イネ､キビ族型､ヨソ胤 ススキ属型 (おもにススキ属)､ケンクサ族^ (チガヤ属など)､ウソクサ族B(大型)

〔イネ科一夕ケ亜科〕

メダケ紺型 (メダケ属メタケ紺 ･リュウキュウチ//飾､ヤダケ属)､ネザサ節型 (おもにメyケ属ネザサ節)､チマ

キザサ紺型 (ササ属チマキザサ飾 ･チ/マザサ郷など) ミヤコザサ節型 (ササ属ミヤコザサ肺など) 未分類等

〔イネ科-その他〕

重き皮毛起鯨､綿状珪酸体 (おもに船台組成細胞由来)､基部起源､未分勅等

〔樹木〕

ブナ科 (/イ属).クスノキ科､マ/サク科 (イスノキ属)､多JlJ形成状 (ブナ科コナラ属など),その他

(2) 植物珪酸体の検出状況

t)第3地点 (図 1)

下位の試料33-27では､ヨシ属が比較的多く検出され､キビ族型､ウシクサ族A､メダケ飾型､ネザ

サ節型､およびコナラ属などの樹木起源も少出検出された｡樹木は一般に植物珪酸体の生産血が低いこ

とから､少血が検出された13;L合でもかなり過大に評価する必要がある (杉山,L999).試料2L～Ⅰ9では､

ネザサ蹄型が増加 しており､ヨソ属は減少 している｡飲料13では､メダケ蹄型やネザサ蹄型が大幅に相

加 しており､ヨソ属はさらに減少している｡また､同眉準ではイネが出現している｡イネの密度は3,400

個/gと比較的Tulい値であり､稲作跡の検証や探査を行 う場合の判断基準としている3.000個/gをJLqっ

ている｡訊料9- 3でもおおむね同様の船架であるが､ネザサ飾型はしだいに減少 している.イネの雀

度は2,800-3,500個/gと比較的前い伯である｡おもな分類群の推定生産故によると､下位の飲料33-

27ではヨン属が卓越 しており､訳料21-19ではヨン属とネザサ蹄型､駄科13より｣二位ではメダケm)型と

ネザサ節型が僅勢となっている｡

2)節4地点 (図 2)

STr3直下眉 (飲料 1)では､ネザサ節型が多虫に検出され､イネ､ヨン属､メダケ節型も比較的多く

検出された.また､キビ族型､ススキ属型､ウシクサ族A｡樹木 (その他)なども少故検出された｡イ

ネの密度は4,700個/gと比較的古い値である｡おもな分類群の推定生産曲によると､ヨシ属が擬勢であ

り､イネ､メダケ節型､ネザサ節型も多くなっている｡

5 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

瀬島御地テフラ (Kl-M,約Ll,600年前)直｣_屑の稚横当時は､ヨシ尿などが生Jffする7!品地的な環境で

あったと考えられ､I.7i】辺の比較的牝嫌 したところにはキヒ族やメダケ属 (メダケ節やネザサ飾)などが

分相していたと推定されるoまた､追跡周辺にはコナラ楓などの樹木が生帝していたと考えられる｡

新曲Tt7il/L;I,スコリア (KrJlhS,10-】3世紀)の下層にかけては､メダケ属 (メダケ節やネザサ節)や

ススキ属などが生If宇する日当たりの良い比較的乾燥 したところが拡大したと考えられ､ヨン属などが生

Iffする7g,他はしだいに減少 したと推定されるOまた､Kr-ZhSの下層の時期には､調査地点もしくはそ

U)近辺で稲作が開始されていたと考えられる｡同府ではメダケ節やネザサ節が多故に検出されているが､

これらの植物が耕作地内に生Iffしていたことは考えにくいことから､周辺に生育 していた植物が堆肥や

灰など何らかの形で耕作地に持ち込まれたことも想定される｡

KrlhS混眉から桜払3テフラ (Sz-3,1471年)担◆下層にかけても､おおむね同様の状況であったと

考えられ､継続的に稲作が行われていたと推定される｡なお､節4地点のSz13直下屑ではヨシ屈が多血
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に検出されることから､この時期には部分的に湿地的な状況になっていた可能性が考えられる｡これは､

同屑illjでカヤツリグサ科が優勢となっている花粉分qrの組兆 (節tlL草)と整合 している｡
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表 1 輩無遺跡における植物珪酸体分析結果
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図 1 第3地点における植物珪酸体分析結果



図 2 第4地点における植物珪酸体分析兼吉果
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花粉分析

1 はじめに

花粉分析は､一般に低湿地の稚横物を対象とした比較的広域な植生 .環境の復将に応用されており､

逝跡関東においては迫構内の稚刷物などを対象とした局地的な他生の推定も訳みられている.花粉など

の植物迫体は､水成稚横物では保存状況が良好であるが､乾燥的な環境下の椎横物では分即されて残存

していない場合もある｡

2 書式料

分析試料は､第 3地点から採収された5点および第4地点から採取された 1点の計 6点であるo試料

採取箇所を分析純米の柱状淫】に示す｡

3 方法

花粉の分離抽出は､中村 (1973)の方牡をもとに､以下の手順で行ったo

l)05%リン酸三ナ トリウム (12水)溶液を力‖えて】5分間数Il･1

2)水洗処理の後､05mmの節で嫌などの大きな粒子を取り除き､沈澱汝で砂粒を除去

3)25%フッ化水栄転浴液を加えて30分放'R

4)水洗処理の後､氷酢酸によって脱水 し､アセ トリソス処理 (無水酢酸9 濃硫酸 1のエル ドマン

氏液を力lJえ1分間蹴頚託)を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈睦に石炭酸フクンンを加えて炎色し､グリセ リンゼリーで封入してプレパラー ト作成

7)検鏡 計数

検鏡は､生物較微蚊によって300-1000倍で行った｡花粉の同定は､島倉 (1973)および【Pfr(1980)

をア トラスとして､所有の現生標本との対比で行ったo組火は同定レ-ルによって､科､fL仁科､偶､姫

属､節および柾の階級で分難し､複数の分軸群にまたがるものは-イフ/ (-)で結んで示 した｡イネ

属については､中村 (1974,1977)を参考にして､現生標本の波面模様 ･大きさ･孔 ･炎屑断面の特徴

と対比して同定 しているが､個体変化や頬似種もあることからイネ属型とした.

4 結果

(1) 分轄群

出現した分軸椎は､樹木花粉】3､樹木花粉とZ,',本花粉を含むもの t､串本花粉16､ノダ植物胞子2形

態の計32である｡分析結果を穀 1に示 し､花粉数が100個以上計数された駄科については花粉総数を去⊆

数とする花粉ダイアグラムを示したO主嬰な分類群について斬微較写ffを示す｡以下に出現した分難群

を記す｡

【樹木花粉】

モミ属 マソ拭松維管束弛拭､コウヤマキ､イチイ料-イヌガヤ料-ヒノキ科 クルミ拭､クマ/デ属17サ〆､/イ属-マ
テ/i/イ属 コナラ屈コナラ曲属 コナラ属アカガ/弛属 ニレ践-ケヤキ_エノキ捕-ムクノキ トチノキ､/ナノキ尻

【樹木花粉と草本花粉を含むもの〕
クワ科-イラクサ件

一】75-



〔草本花粉】

イネ科,イネ属型,カヤソリグサ件､タデ属サナエタデ師.ソバ属,アカザ科-ヒユ科,ナデ/コ科,ア7'ラナ科,ワレモコ
ウ属､アリノトウグサ属一フサモ属,チドメグサ亜科､セリ亜科､/ノ件､タ/ポポ敷科,キク亜件､ヨモギ属
【シダ植物胞子】

Lll寸.･llJ･. 三十.･lIJH

(2) 花粉群集の特徴

t)邦 3地点 (図 1)

下位の訳料31では､花粉がほとんど検出されなかったo訳料27から試料21にかけては､樹木花粉より

もL'L本花粉の占める割合が極めて雨い｡L'L本花粉では､ヨモギ属､イネ科が雨率に出現 し､タンポポ亜

科､キクfEiI科､セ リfEiI科､カヤツリグサ科などが伴われる｡樹木花粉では､コナラ属コナラ茄偶､コナ

ラ偶アカガン享虻偶などが低率に出現するb試料Ⅰ3から試料9にかけては､アカザ科-ヒユ科､アブラナ

科が出現しており､駅料9ではソバ属も認められた｡

L2)第 4地点 (陛】2)

試料 1では樹木花粉よりも草本花粉の占める割合が極めてfu')いO草本花粉では､カヤツリグサ科やイ

ネ科 (イネ属型を含む)が僅占し､ヨモギ偶､タンポポ亜科などが伴われるO樹木花粉では､マツ属複

維管束亜属､コナラ属コナラ1旺属などが低率に出現する0

5 花粉分析から推定される植生と環境

戯曲御地テフラ (KrM,約Ll,600年前)直上眉では､花粉がほとんど検出されなかった｡花粉が検出

されない帰因としては､乾燥もしくは乾湿を繰 り返す稚概環境下で花粉などの有機質迫体が分解された

ことなどが考えられる｡

その上位屑 (釈料27-21)の稚槽当時は､イネ科やヨモギ属を主としてタ/ポポ亜科やキク亜科など

も生育する日当たりの良い比較的牝嫌 したE対地の宛境であったと考えられ､周辺地域にはナラ類 (コナ

ラ偶コナラ並偶)やカン類 (コナラ属アカガ-/む主席)などの森林が分布していたと推定されるo

新曲高原スコリア (Kr-ThS, LO～ L3tu:舵)況眉にかけてもおおむね同様の状況であったと考えられ

るが､この時糊には部分的にソバ属 (ソバ)の栽増が行われていたと考えられ､州作雑 辞でもあるアカ

ザ科-ヒエ科なども見られたと推定される｡

桜枯3テフラ (STT3. )L171年)直下屑の椎横当時は､カヤツリグサ科やイネ科などが多く生育する湿

地的な環境であったと考えられ､そこを利用して水L11稲作が行われていたと推定される｡また､周囲の

やや乾燥 したところには､ヨモギ属やタンポポ亜科などが生pfFLでいたと考えられる｡森林植生として

は､周辺地域に二次林あるいは里山としてのマツ林が分布 していたと推定される｡

文献

金L!iJ:iL:呼】(1993)花粉JJ)併法による古環境相原 新版古代の日本荊】0番古代野村研究の方法,角川軒Ja.,p248-262

I.b介巳三郎 (】973)u本植物の花粉形憶 大阪郎立El然科′(I-博物軒収抜目鈍才;5兆,60p
rIコH 純 (1973)花粉分Vr 占今彰院,p82-110
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第Ⅵ章 まとめ

範無追跡の3か年度にわたる発蜘調査では､古fJi時代を除く,経文時代 ･弥生時代 .古代 .中世 .近世

の逝梢 ･出物が確認された｡そしてこれらの迫梢 ･出物は､この他において連綿として続いてきた人々

の日々の態みを今に語 りかけてくる｡そこで応終帝である木鐸では､確認された各時代の追納 ･迫物を

もとにそれぞれの時代の様相について若干の名松をjJllえまとめとしたい｡

1 縄文時代

【時期】

土鰐編年からA区は後期荊典 ･後期後ガ5-突手等芋文期､B区は早期後典､後期前典～中柴､晩期の時期

に相当すると考えられる｡

【i土偶と遺物】

本追跡は迫物故に比べ迫柄は土坑 1去∈のみとその数が極めて少ない｡これは､本追跡に限らずLF詩内の

晩期追跡における特徴であり､住居数は迫物故と比べるとその割合は格段に低い｡ただ､これまで確認

された後期から晩∋yJのJJi落追跡のSF畑追跡 (省略市大字植野字SF畑)､本野B;,,追跡 (宮崎市川野町手口を

草甲)等を参考にすると､摂れL50m前後の台地上に立地する本地跡は居住域が展FAすることが想定さ

れる. しかし本追跡では居住域と8,,'J,定できる迫偶が見あたらずこの傾向と相反するが､九州では後期後

非～晩期中非の触路は密兆 して切り合 う炎落が多数確3,,'cJ.されていることから (水ノFI:2002)､本追跡の

周辺の台地上に密兆 した地絡が存在 した可能性は1分にあり得る.また､時期不明のピットが多数検出

されており､これらの一部が掘立枝迦物跡 として存在した可能性もある｡

【土器製作】

純文士署Ilの素地となる粘土に含まれる鉱物の中で､13区3准iとして分類した指宿式にのみ',2…母が観頼さ

れる (P55､邪2表参照).これは､指宿式とそれ以外あるいは指宿式以降の土F.?とでは､土F.?製作時の

粘土採蜘地点あるいは選択された7比和材が他の土器と異なることが考えられる｡また､晩期の黒色磨研土

F.Bの胎土には火山性ガラスが多右上に観羨された.これは､ミガキ調整を行う男と色磨研土器特有の土F.?成形

方法に打効な粘土として､火山性ガラスを多iikに含む粘土が選択された可能個もあると考えられる｡

【土器使用】

今回､全体像が役元できる資料のみ媒 ･焦げの付jTJ'状況を丹念に観疾し固化を行った｡資料は､拙文時

代晩期及び突Tj文糊で､深鉢 (A区ll･22)と浅錐 (̂ 区39･40､B区 1･61)である｡前述 した煤 ･

J焦げの付3tYj状7兄を小林正史氏の実験結氷 (小林】999)に照合 L調理方法を想定すると､深鉢では晩期の

11は ｢諾;-込み調理｣､また､突粁文期の22は底部が横存せず不明瞭であるが､｢諾,る ･ゆでる間 埋｣の可

能性がある｡践鉢については､小林論考では践鉢の開度実験を行っていないため詳細は不明とする.た

だ､ 1V)外iHT口綾部に煤が我しく付3ty,Lしており､吹きこぼれU)可能性があるOつまり､民族的群例から

想定されていた rjuる調性｣だけではなく､｢弟炊き調理｣の用途も可能性としてある｡従来､者達種分

化は土器用途の分化と捉えられていたが､この資料は個々の土君語に多種多様な用途があった可能性を示

唆する資料と考えられる｡詐種分化が明L74Lになる縄文時代後期後半以降の土邪用途及び炉の検出が乏し

い抜期の住居において､今後とも尖験や土器の観照を益にさらに検討を行う必要があろう｡
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【生業】

出土迫物から椎療される生業について触れてみたい｡食料の姫符iことしては､狩猟具の石轍､ilA猟只

の切目石錘があげられる.さらに､伐採力日工具として磨駁石斧､土触只として打製石斧､食料))日工具と

して出石 ･石皿からは食料粉砕作某が､スクレイパ-からは食料解体作英が考えられる｡

htrL】

))lJ工の対故となる食腿については､榔々の対敏物が想定されるが､大きな成果として土着Rrl:坂から後

期後半にコクゾウムシが確怒された点があげられる.これにより､土誰を製作した際､姓蕗の周辺にイ

ネが脱窒隻貯蔵されていた可能性がでてきたoつまり､水稲耕作が伝摘 している坂元A迫跡の突抑文糊以

前の後期後半には東南部九Jllにイネが伝播 していた可能性がでてきたことになるo圧痕資料の他に､主

体的ではないが石斧の出土や包含層LPでイネのプラントオパー/L,も確懇されている点から追跡周辺にお

いて植物栽梢が′肖まれた可能性は十分考えられ､さらに本追跡の立地状況では､低地の水稲耕作とは舛

なる栽培方法が想定されるo今後の周辺追跡の湘盃と沿料の増加に期待したい｡(柳Li])

2 弥生時代

いずれの主な柵も椴出面からの深さはあるが､本来の迫柵の深さではなく､当時の生活面はさらに｣-で

あると考えられる｡ しかし､上層の熊色土での迫梢の検出は至難であり､確認できるところまで掘り下

げを行い迫偶を検出したO弥生時代の迫柵としては竪穴住居跡3軒と土坑1基のみであったOまた､ビッ

ト群も存在 していたと考えられるが､ビットから迫物が出土していないく､中近世のピyト群と盃複し

ているため確恕することができず不明である｡

縫認できた住居跡のうちsA3は規模が大きく､ほかの2軒の住居の軸がSA3の方向を向き､SA

1･2がSA3を中心に弧を描くように配置されていると考えられる｡そのことから､SA3はこの弧

絡の艮たる存在の住居と考えられるが推測の域は出ない｡ しかも､住居跡からは出土迫物がほとんど無

いこと､近接して住居跡が3軒確認できているが､3軒しか確認でいていないことなどから一時的な住

居であった可能性も考えられる｡周辺の地形や包含屑からの出土造物が多いことなどから考えると､調

奔区の西側の更に上の台地上に本体ともいえる触蕗が存在しているのではないかと推測する.

SAlとSClで出土した立の破片を接合することができたことにより､同時期のものと断定するこ

ると考えられることから､確怒できたSA lからSA3の3軒の竪穴式住居跡は同時糊のものと考えら

れる｡SA3のすぐ横にSClが存在 していることからこの土坑は貯破穴ではないかと考えられる｡

3軒の住居跡と土坑は廃絶時に祭紀行鈎として意図的に割った土器を分けて納めたもの (分納)と推

測することができるのではないか｡

出土した土群の口唇部の形状観照では､沈線が施されるものや断面がM字状 台形状 ･三角形状 ･T

字状となるもU)がイ1/iする｡M字状は沈線をLl織 していると考えられるが､沈毅U)ようにしっかりした

凹みではなく凹み部分が緩やかである. i･5のIr字状のものは肥後系というより､豹玖r]式の系統と

考えられ､その他のものは形態などから中溝式､山ノロ式､松木歯式などの系統と考えられる｡このこ

とから時期について考えてみると､答i玖ll式-山ノロ式-中椛式という併行関係が設定されており､本

追跡から出土した士署Ilの時期は弥生時代中期兼から後期初PTiを想定できる｡
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今回の調充で確認された竪穴住居跡3軒､土坑 1姑は､すべて同時期のものであると考えられ.出土

迫物から弥生時代中期未から後期初頭と考えられる.また､出土逝物や地理的位'Rから鹿児鵜方面との

交流が強かったことがうかがえる'B韮な資料となったのではないだろうか｡(丹)

3 古代か ら中世

確認された数多くの迫梢と迫物はその大半が古代末から中世初ijrlの時期幅に収まる｡その郁夫から追

跡としての画期をこの時期に求めることができる｡検出された方形プランのiP.立柱娃物跡や白磁 ･i!J'礎

を中心とした盟包な貿易陶磁の存在は､この土地を似 した支配層の姿を垣間見せるo

(l)遺構の配置とその性格

調査新手時点ではともに比較的平坦な地形であったA区 ･B区であるが､包含層の槻 り下げが巡むに

つれてその地形は徐々に変容 し現地袈面からは想像しがたい複雑な地形を呈したo

A区のId代 ･中世の迫構検出両は､新曲御地軽石堆棚屑の上面で検出されたF淵放起点付近の谷地形を

反映 していた (節P27､第10回参鞭)｡桜島文明降下軽石の降下後に復旧された由跡 (畝状迫構)を検

出した15世紀後半以降の地形ではさほど傾斜が強くなかったが､古代の土坑韮 l基 (SL)1)が検出され

た節IIIa屑｣-両では谷筋方向に向かい東西両方向から一定の傾斜を布する下り勾配となっていたO

検出された苗代の迫梢が調査区西端で検出された道状迫梢 (SGl)の一部と土坑悲 t基に限られたの

は､この地形的-&因が少なからず彩管 しており生活空間として㌍瓢するにはその材料に乏しい｡出土し

た造物もその多くは調査区繭西側に広がる一段市.')い平坦両からの流れ込みであり､生活空Fmの展F削まこ

の平坦面と隣接する同レ-ルの畑地一桁が中心となると考えられる｡

13区の地形は荊】V輩の序説で述べたとおり､次の3つの要素から柵成されている (Pill･LI2節 】図参照)｡

･関東区南側の台地丘陵から北北西方向に派生する弱い尾根状の地形

･調兼区束側から繭側を取り巻く後背の台地丘陵

･調査区の北側の縁辺で確認された複雑に入 り組んだ谷地Jf3

これらの安楽は妹子軽追跡の土地利用に各時代を通じて影響を与えているが､その-力で古代 ･中L叶の

追捕配'bLを考えたtji合､l淵枚的な空間に一つのまとまりを付加する役JhJをも雅たしている｡古代 ･中世

の掘立柱建物跡や土坑墓等の主筆な迫偶の多くは､弱い尾根状の地形より西側でJA申して検出された｡

この部実は追捕が非中する空rJrJの成立過樺で､'tj時の人々が施設等を配置する区域を貢貨定する際にこの

弱い尾根状の地形を瀬の境非と設定する惹織が働いたことを想起させる｡

1)溝状遺構

苗代の2号梢状追捕 (SE2)と中世の4号構状迫構 (SELI)の配'Bには自然地形を空間の境界とした

意軌を感 じ取ることができ､さらに r区画｣として閉塞された空間を点り出する配置の宙冨敬が顕著に穀れ

ている｡繭側台地丘陵から派生する弱い尾根状の地形に沿い北方向に延長するSl三2は､尾根状地形が収

如する付近で大きく西に走行車由を振 り､椛帽も一段と仏くなるE,尾根状の地形に沿った範囲と付近とそ

こから離れた範囲で同一迫偶の規模に相光が生 じるのはその昔職の変れと考えられる｡また､S別は北

端部が消失､硝端部は調査区外-と延長しその全体像は把握できない｡ しかし､迫柄は尾根状の地形に

ほぼ平行 した走行軸を保ち､そのFmに閉塞的な空間を創出している｡今Lglの調査範朋では迫偶の北部ま

でを明らかにできず､その全体像の把握には至らなかったが､槻立位組物跡を包括する空間を独立させ
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ることを意図した配位がなされていた

と考えるのが葵当であろう｡

また､この道柄の中F札束付近で検出

された階段状の施FiXLは出入口としての

機能をもつものであると考えられ､第

1図に邦32図 (pal)の平面図をもと

にした想定/粒元図を示した.対称的な

位'B悌】係を保ち検出されたビットにつ

いては､現段階ではPqの柱を据えるた

めの柱穴跡を想定 している｡この2進

iZI

第 1回 B区4号溝状遺構想定復元図 (部分)

以外に柱穴跡は検出されておらず､門跡とした場合､構造的には冠木門に難するものと考えられる｡

2)掘立桂建物跡

伽立柱鯉物跡は5棟検出した.その中で3ぢのみがやや離れた位'Eで検出されたが､すべて尾根状の

地形の酎別に位'Bしており､その範囲外では桝立柱建物跡は検出されていない.

古代の迫柵と吾払足 した方形プランの5-弓伽立8三組物跡 (SB5)は､2ぢ柵状迫柵からの分岐が検出さ

れた付近に位'BLL字状のビット列を伴っていた｡四至の墳非として､西と南をし辛状のビット列､束

を尾根状の地形とSE2､北をSE2とiB'iiXL定したと考えられる｡

中世の槻立柱建物跡は4棟を検出したが､これらも同様に尾根状の地形とSE4に囲まれた空間の中に

配'Rされている. このうち 1ぢ槻立桂組物跡 (sBl)は古代のSB5と同様の方形プランを呈し､規模的

にはSB5よりひとEilり大きい.周囲に巡る r｣状のビット列については庇として認1mできるものである

が､隅角でビットが検出できなかったことや南側に隣接 して検出された4乍j触立舷建物跡 (SB4)との

距離r;EJ係などから桝 ･柵等の附肺施設の可碓性も桁摘 した｡SJ3)～4は埋士観察の結光や柱穴内からの

出土退物の様相から併存した退梢と考えられるOこのうちSB2とSB3はともに総柱梢進の舶立柱建物跡

で､SBlとほぼ力位を-にする主軸を保つ｡とりわけSB2はその規模が3閃×5間と検出した伽立柱細

物跡のLPで突出した規模を締る｡また､SBLIについてはSB)との距離的な面からの配胆に検討の余地が

あるが､S13】に直交する主軸方位を保つことから意図的配'Bと捉えたいo

これらの配置r与【】係をもとに4棟の触立仕縫物跡からなるこの空間について考えた場合､SB】-3を主

軸を揃え並列させたその配iEfからは､糾 こ居住空IHlと解釈するだけでなく紫紺的性格の強い空rEl】もしく

はそういった性格の吏蛭物を併せもつ居住空間という可能性も視野に入れた捉え方が必撃になるo組物の

配'Bのみで祭紀的憎格にまで短絡的に言及することはできないが､方形のtP.立住組物跡と総柱構造の胞

立柱文出物跡の組み合わせは､持仏堂的な性格をもつ建物とそれに伴う舷寂もしくは倉雌的な他三格を付与

された放物という見方もできることを指摘 しておきたい｡また､これら4棟の槻立住処物跡に先行する

迫偶であるSB5についてもSBlと同様u)ブランを呈する建物でありJI,通する他三体を想起させる｡SBl～Ll

とSL35の傭立住建物跡のF糊には時問的な大きな隔たりが存在することは確実であるが､その土地がもつ

空間としての性格はその間も普遍的に保たれ続けたと考えられる｡
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3)周溝墓 ･周溝状遺構

周丁凝益とJ那花状追捕が検出された位で削ま､桁立柱雑物跡やflT>状追捕等が地中した範Dfiとは明らかに隔

絶されている｡位置的には 】号J郡舵韮 (SMl)と2号周純益 (SM2)は舌状に張り出した尾根状の地形

の先W.hl北側付近､ 3ぢJ.那托㌫ (S入′13)が尾根状の地形の東側である｡いずれも比較的平坦な面に触り込

まれていたが､地形的には谷地形の開放起点や斜面-と傾斜が変化する付近に相当する｡

3進の追納の周EFからは性格不明のビット等が確訟された程度で生活の痕跡を示すような追捕は検出

されておらず､迫物にF美JLてもSM2が検出された付近で谷地形の開放起点を要因とする流れ込みによる

弥生土光等の時期の非なる迫物が出土した松度である. 3基の周構墓の規模はP185の第 1基とr周梢墓

測定値一覧｣に示 したが､J馴符の外縁測定値を益にした形状比 (長軸/短軸)を求めると､SM)の佃が

約118であるのに対 し､SM2では約145､SM3では約139となる｡ この値が示すとお りSMlは円形に､

SM2とSM3は長椅円形に近い平面形憶でありそのプランに若干の相粥が訟められる｡あわせてSMlとSM3

の土塀内から出土 した迫物をもとにした年代観ではSMlが9tLf-紀夫から10世紀後半､SM3が10世紀末か

ら11世紀代の時期幅に収まると考えられiulWTIには時期差も吾払めることができる｡SM2については迫構

内物が確認されていないが平面形態からSM3とほぼ韮なる時期と考えて差し支えないであろう｡

今回､鮮無追跡では3去Eの周状袋を確認 したが､宮崎LF詩内では節 1衣の一難に示すとおり､これまで

に古代 ･中世の周状袋が5例報告されている｡時期的には10世紀前後から】5世紀代の幅をもつもののそ

の錦駆例は少ない｡地域的にはTI']武町 1､えびの市2､都城市 2であり､妨摘 西部の北諸県 酉諦LF.も地

方での確総額例が多いOまた､同一追跡内で複数の避柄が確認された例はこれまでになく､朋査範囲に

よる偶然性もあるものの3基〔が同時に検出されたことは注目に佃する｡

なお周鳩状追納については､弥生時代の追捕 ･迫物が確認されていることから同時代のJW推状追捕の

可能性もあったが､迫構内からの出土造物は古代の須恵舘婆の胴部片と土師器坪もしくは塊と考えられ

る時期不明の細片のみであったことから古代以降の追捕と考えられる｡また､平面形態としては周71%¥

の周丁澱ともか同様であるが､中火の土塀が存在 しない型由等を明らかにしえないことから退梢としては

周椛状迫偶と想定するに至った｡

第l表 宮崎県内で確認されT=周It墓一覧

追跡私 所 rlX 地 検出放 時 代

l )LL～15C

小路下追跡 l l● 小

l 古代東

池ノ友追跡 l 砥石 1

※中世韮資料兆成研究会 200Llr中世i貼資料兆成IJl.州 沖純編(2)-｣(抜枠作成)
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4)土坑墓

A区の 1号土坑昌宝(SDI)は副非されていた2個の完形の土師F.?椀から､おおよその時期として9世

紀後半からLO世紀前半の追納と想定している｡^区では性格がはっきりしている追捕が少なく､生活空

間を想定させる逝梢は皆無に等しい｡少なくとも古代においては生活空F汀】からは切り離されていたこと

は確かであろう｡副群された迫物の出土状況についての考察についてはP92を参考にされたい｡

13区の 1号土坑昌芸(SDI)は､その検出位JbLがlW.立枝雑物跡等が触申して検出された空Fij｣の中に包括

されている｡追納の主軸方位はほぼ座標北であるが､この土坑益を含めてSBlをはじめとする4棟の僻

立佳鯉物跡はおおむね南北方向に主軸をとる.なかでもS131･SB4･SL)1の3つの迫手刷まほぼ同一軸線上

に北んでおり､追捕全体の配置における硝北方向の韮軸とみることができ､この土坑墓の被葬者が触立

柱辿物跡を中心とする一速の迫梢と確接な関係にあったとが想定され､迫梢が単独で検出されたことや

掘立柱建物跡を怠職 した昔図的配'辻から屋敷墓と考えてよいであろうo

次にSL)1の時期についてであるが､この検討に際 しては都城市教育委員会が昭和62年に調査を行った

郡元地区追跡群の松J,Tit地区節IV主な糊､

(同市仰元町所在)で検出された l益

の土坑に注Elしたい.同避跡からは中

世から近世の槻立柱吏担物跡､構状迫梢､

土坑など数多くの迫梢が検出されてい

るが､その中の4-弓土坑 (SC4)は祭

無追跡の 1～;土坑鮎と時期的に併行す

る土坑益である｡両迫偶は規模もほぼ

同じ土坑溢であるが､それ以上に副葬

されていた造物の内容構成が共通して

いることが特確される｡その内容は､

土師器の小皿 ･白磁跳 (大事府陶磁群 I llr
こ⊥_｣⊥⊥_二･･.___｣

分類 白磁碗IV類)･刀子の 3種類で

あるが､このうち土師昔話の小Jl】lの底部 第2Eg] 松原地区第Ⅳ遺跡の土坑 (sC4)

には-ラ卯りと糸切りによるり)り離し

技法の混在が惣められ､L2世紀中頃と考えられているこの地域の土師F.Bの糸切り技法の初現を考える上

でも'ii丑な姿料である｡

これらの副葬品の構成内容にはその点数にこそ相速があるものの､そこには都城盆地の中世初J頭の葬

送における定型化された儀礼的行為の-形式を垣間見ることができる｡船旅地区節IV追跡と鱗舛迫跡は

直線距離にして約75kmと離れているが､島津洋が成立する前後のTJ.)地域の政治的動向はその成立過程

を追う中で尤相 に他する｡そU)両地域でこU)ような退横が赫怒きれた弔実は､一つU)作法とでも言うべ

き儀礼的行剃 こ対する考えを炎布する弘団が存在 したことの郭付けにもなると考えられる｡

(2)遺物の様相

範無追跡から出土 した古代 ･中世二の造物については､r米｣とむされた塾11宇土器と陶磁器の中でも血
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的に突出した白磁の存在が注Elされる.これらの出物が僻属する時期は､検出された多くの追捕の時期

とも符合しており､追跡としての隆盛期を概ねこれらの迫物の時期と丑ね合わせて考えることができる｡

また､出土した造物の中には点数的には少ないもののそれらの出物に先行するものや時期的には中世末

の造物などが点数としては少ないながらも散見される｡

1)土師器

出土迫物の偶成として上ti純に点数から考えると､土師F.BのJHIJ合は出土迫物全体の約581%と約 6'SJを

占めており他の迫物を優越する｡出土した土師音詩全体における者旨租別の偶成比較では杯が約436%と瓜

も布く､次いで椀 (円盤状t])台椀､輪高台を有するt])台付塊も含む)が約365%､JILLが約】21%の順で

続き､これら3昔話種で全体の9割を超える｡このうち椀矧 こついては底部片のみを確認 した個体が多かっ

たものの韮的には杯と大差ない点数が出土している｡

憩に代袈される比熱1妓跡が明乱刺こ放る煮炊具の粉は虫的にも少なく全体の 1害IJにも1儲たないoA区で

器形全体を把握できる個体が数点出土しているものの､B区では 1号周構墓に副葬された幾と､2号flYL

状迫構内と包含眉中から口綾部のみが出土したに過ぎない｡この芥炊只が少ないという傾向は第40モ追跡

の今回の鯛禿範囲における特長であり､生活空間としては考えにくいところである｡

法王的観点から

出土した土師器の大半を占める｣皿･杯 ･塊の中から､口綾部から底部までの器形を把握できる個体が

一定立確認できたIIIL･坪 (出里芋士邪を含む)の放出について検討を))llえるO

なお､JIrL･坪のデータ抽出に際しては､城存率が概ね 1/3以上の個体すべてを対象としたが､底径

と口径の形状比 (口径/底径)と第3図に示した口径と底径の 2安楽の相関図については､器形の全杏

が把握できた皿29個体､杯27個体から得た数値のみを取り上げ分qrを行った｡

皿

計測値全体としては､底径 約55-92cm､口径 85-1LOcm､詐前 日 ～27cmの数値幅が認め

られた｡平均値は底径 約66cm､口径 約93cm､F.8両 16cmであり､平均値をもとに節出した形状

比は約1Llである｡fE生地ル た29固体については底径 約65-75cm､口径 約85-9_5cmのF馴こ地中す

る傾向が見られる｡訟高の平均佃は約16dclnであり､約 7JHIJの個体が平均値±02cTnの範囲内に含ま

れている.底径と口径の形状比はlL9-】38の幅があり､平均帖は約】32である｡

FEr対的には法並的には大きなばらつきは認められないが､】oclnを超えるやや大きめの口径をflする

個体では形状比がやや小さくなる｡

坪

話I測伯全体としては､底径 約L16-日LIcTD､口径 lL3-L58cm､音詩t]) 30-5.5cmの数伯幅がfiUL.yl

められた｡平均値は底径 約67cm､口径 約134cut､器市 44cm､形状比は約18である0

第B図に示した抽出個体による口径と底径の2聖楽の比較では､底径が6cm､口径が13cmを中心と

した前後約 1cmの範囲内に触申し､口径が1LIcutを超える個体については底径にややばらつきが見られ

る.また､時期的な同時性が指摘できる r沫ざ｣の遥Vが確隠された附 こついては､約20-234のFF;1

の形状比が縛られており､平均値との比較においては､休部がややF消き気味で口径に比して底径を小

さく収める傾向が認められる.
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技法的観点から

皿 ･杯の底部外面に残された回転台からの切り離 し坂に怒Elすると､-ラ切り離しによるものが大半

を占める｡数佃的には糸切り離 し底の底部を布する個体については皿 約59%､坪 約2Ll%であり､

-ラヴ)り底と糸切り底の判別が可億であった皿 ･杯とを合わせた個体総数に占める'lPJ合で見ると-ラgJ

りによる切り離しは約3%に止まっている｡中世日向における-ラ切りは任しから糸切りl碓し-の技法的

移行期についてはJ2世紀中頃を画期とする見方があるが､-ラ斬り離しから糸切り離 しへの技法的転換

は/irなものではなく2つの技法が並存 しながら緩やかな変化を遂げた｡Ⅰ3区の )-賢土坑益内にIV類の白

磁碗とともに副群されていた2枚のJILLの底部に炎なる技法が見出されたことは､-ラ切りと糸切りの2

つの技法が併存したことの時期的惑付けである｡また､出土した陶磁器の中で大事府分難の白磁軌】V･

V類の出土虫が他を優越する節無追跡において-ラ切り離しによるmlや杯の占めるJgJ合が極めて高いこ

とも糸切り離 し技法のil)現期を考える上で恥味深い様相である｡

糸切り離 しの技法については､底径が大きめの杯に多く見られるというもう一つの傾向が見出せる｡

この傾向については､大径の底部が小径の底部に比して回転台との接地両が広く､-ラ切り離しでは平

滑fErを容易に確保 しがたいことがその要因としてあげられる｡-ラ切り離しに比べ､糸による水平方向

の切り離 しでは平滑な面を錦保することが比較的容易であり､底部を再度平附に調整する作業は軽減さ

れる｡作非効率という観点からの取捨選択あれば､2つの技法が併存 した時期において効率が市い技法

へと淘汰されていく意職の流れは自然ではないだろうか｡

応接に-ラ切り離 しの底部に伐る板El圧痕については､LgJ亀己台から切り離 したあとで板状の成形台の

上で底部内面を押さえ気味にナデ調整 し､底部を極力平滑に仕上げようとした際の所産であろう｡糸gJ

り離しの底部にはこの痕跡は認められず､Id的な再調整をし個体は縫認されていない｡

100Jt徒 (ct)
第3図 皿 ･坪の法i分布図

黒色土器について

内iI与と両iIとU)2-つU)タイプが称許されたが､このなかで両エーlTU)ml(388･389)､杯 (390)､市台付椀

(396･397)は胎土そのものが7i.El色を呈している.これは酸化還元炎による焼成によるものであり､焼

成後のミガキによる昔話表面の処俊も極めて丁寧である｡また､396と397の底部内両に見られるミガキは､

その方向を縦横の直交する2方向のみに限定しておりその他の個体とはやや光なった処理過程が雷払めら

れる｡これらの個体は瓦器境と並行もしくは移行期に位pLyE付けられる造物と考えられる｡
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墨書土器について

A区とB区から合わせて75点の塑型㌻土誰が出土したが､この うちの29点では r山｣と ｢水｣を組み合

わせて-つの文字として表記した r沫!｣と判誹できる合わせ文字､もしくは rlL日､｢水｣のいずれかの

文字を判就することができた｡この数は割合としては全体の約387%を占め､｢本｣もしくは ｢奉｣と

判翫できる4L15を力‖えた文字と判別できる25点を合わた数は5Ll点となり全体の72%で文字が確認されて

いる｡ しかし､塾モiF土着謹全体としてはやはり ｢淡｣の文字の存在が特範される.

｢淡｣の文字については邦lTl車で若干の考察を加えたが､笹跡に軒Elすると客観的に比較 して少なく

とも8人以上の手になる文字が温められるoこの時代において文字を郡くという行鵜はEl瑞的なもので

はなく､行弟としてはごく限られた人rli】のみが行っていたはずであるo Lかし､雑跡を詳細に検討する

と始範や終範に智としての窮使いが見られなかったり､画数を意識 した文字の折れや範運が見出せなかっ

たりするものがある｡これは ｢米｣を文字として訟織 したとい うよりも､むしろ一つの形としてそれを

捉え ｢む く｣ではなく r描 く｣という行鈎としてそれを袈現した結iLLと判断できるoそこには文字を初

めてむく子供がその字形を祝'ii:的に8,,'Jh和 し､紫順等を餌祝してその形を模倣する行ねと通じるものが感

じられ､おそらくは r淡｣の合わせ文字を故形化された形として諺別こ描いたのであろう｡祭紀的な意味

合いを強く感じさせるこの ｢火｣という特殊な文字｡個々の迫物に迫されたこれらの文字は､この他に

生きた当時の人々の祈 りの心を象徴するものである.

2)須恵器

邪恋器については9世紀代を中心とした婆 ･茄などが出土している｡これらの邪恋群の中で点数とし

てはさほど多くないが壷と械瓶の存在にjTJ'Elしたい.

立と器櫛認定した迫物は】6点であるが､昔語形の全容が把握できた個体は^区で出土したlL7の短節壷

とB区で出土した受け口状の二重口綾を有するL192の2点のみである｡このほかの個体はいずれも口綾

部や底部といった部位のみであるが､口緑部7点についてはすべて受け口状の二jEロ級部である｡口径

の椎定役元が可能であったL194-499の6点については､約91- 】38crnまでの個体差があるが､平均口

径で比較すると約96cln(L19LI･LI95･496) と約137cln(497･L198･499)の2つのグル-プに大別でき

る｡これらの口綾部は開きJiJに若干の差があるが､｢く｣の字の屈曲はいずれも明瞭である｡

横瓶の破片は4号梢状追捕の助士と包含府中から出土したが､古墳時代の胴部両端をirt洞に仕上げる

樽型の横瓶とは窮なり､側面から見た形が鵡玉状を呈するいわゆる俵型のタイプである｡両個体とも､

外面に格子Elタタキ痕､内面に同心円当てiミ椴の調整坂が認められ､胴部両端のFy=ニ方も共通している

ことから同時期の迫物と考えられる｡

客i恕米としては藍 ･横瓶のほかにも大小の喪が数多く出土しており､外米面に平行タタキ痕､内面に

同心rZl当て只娘と平行当て典娘が見られるタイプが大半を占める｡特に内面の当て只については胴部中

位付近を境非として部位による妓い分けが明瞭である｡これらの婆は年代観としては9世紀前半から10

世紀前半V)時代帽に位笹付けられるが､盗 ･械瓶については9世紀後半が下限と考えられる｡

3)陶磁器類

出土した陶磁詐称は大事J何分難における白磁離JV V類に代表される12世紀代の造物を中心に構成さ

れるが､そのほかにも古い様相を呈す一朗=も出土しており､時壬yj的な観点から主な物を見ていくと9世紀

代と12世紀代に2つの画期が存在すると考えられる.
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9世紀代のi出物に比定される古い様相を呈す一群としては緑軸陶詐 ･灰軸陶器 ･白磁腕､越州窺系う●lr

舷があげられる｡緑軸陶器はF.B棟としては椀 ･皿が確懲された｡底部外面に圏線状の沈線が施されてお

り､蛇の目訪台を電隈 したものと考えられる｡輪7;'1台を布する個体は確認されていない｡時)gl的には9

世紀中頃を上限とし､大半が洛西タイプに届する個体である｡灰軸陶許は口綾部と底部の2点が出土し

た｡胎土中にTgも斑が特徴的に惣められ才女投銭の灘晶と考えられる.時期的には孝女投銭の,El主笹90号黙式段

階に比定でき9世紀後半を下限とする.白磁として9世紀代に仰属するものは白磁碗 】類の底部片が 】

点のみである｡ しか し､出土した白磁片の中には乳白色の糾調を呈する休部細片があり､ I類に属する

個体がそのほかにも存在する可能他三があるものの敵定筆削 こ欠ける.越Jll簸;系背超は碗 I-la難のみが

出土している｡同軸の他のタイプや u難の混在がなく [-la鞍のみに限定されている｡層位的な観点か

ら見ると､緑軸陶音詩･灰軸陶群 ･白磁碗 l類については迫物包含層であるIJlb層中の下位からの出土に

限定されているが､越州然系背位については同層中の中位からも出土している.

12世紀代を中心とする迫物は白磁碗IV･V勅とJILLl】･Ⅵ准=こ代穀され出土点数が虫的にも僚超 してい

る｡丑的に一定の割合を占める碗IV類は､光が透過するほど蒋手に仕上げた邪壁に軸をT率に施したも

のから､雛壁が厚く軸が発泡 した粗製の物まで製U']Uとしての個体差がかなり大きい｡この傾向はV類に

もIjl,一通したことがTJえる｡そのほかにも1V･V数に時期的に先行する,u類が2号椛状迫牌の埋土中の上

位や包含屑中から出土している｡これらの大袋の白磁の存在は､越Jll米系軒磁に変わり同安然系や馳媒

系の甘磁が隆盛を極め白磁を優越 してい(前段階に当たり､中世初頭に展F期した追跡の姿を反映したも

のであると考えることができるであろう｡

4)石製品～石鍋およびその加工品について～

滑石灘uE'Uとしての石鍋は縦耳の把手を有する個体と鍔を有する個体の2タイプを確認 した. しかし､

今回の関東で純音鼓した杓石製品の大半は石鍋転用と考えられる様々な二次加Z製品である｡鞘74図に示

したとおり様々な形状の製品があり､用途不明の個体も多いが､671-673については､八児追跡から出

土した底部を七馴I/gした石鍋にその用途につ

いて手掛かりを求めることができる｡

八児追跡から出土した石鍋は､被熱によ

る他裂等が生じたか､もしくは底部を局部

的に似傷し補修が必要になったと考えられ

る｡補修には削り出したつまみ状の突出部 F/

に穿孔を施 したのスタンプ状の析石板 (鍋

58cmX約40cm)を使用 している｡底部内

面からその突出部を底部外面に抜き差し､

穿孔部に鉄刺のビンを差し込みかしめてい

る｡熱を受けることを前世とした補修方法

であり､洞石と鉄の熱膨張を利用 したもの

である.紫紫追跡から出土した称似する二

次力‖=晶もこのような用途を目的として加

工された刺U''Uである可能性が指摘できる｡

T欠糾tFE
D 5 10 1
hH.:.日.∴日.:

第4図 八児遺跡の石鍋 (S=レ6)
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失際にはこれだけの補修では弟炊きの際にその間隙から水分が編iれるが､燕炊きを繰 り返すことで付話

した調理11材等の有機物が被黙し徐々に炭化して補修材との隙間を埋めていくことにより再度使用が可

能になったと考えられる.現在でも陶器笹生のXbl･呑み茶碗を初めて使う際に水漏れを防ぐ目的で､米の研

ぎ汁を一晩入れたままにしておくなど背からの知恵が生きている.当時､この補修法が一般化したもの

であったかは不明であるが､昨今同じような形状をしたスタンプ状の滑石製EFuの存在が注目されている｡

これらの補修部品が製品として流通していたか､またはその舟法のみが伝柿 し､消費地において廃棄す

る石鍋片を再))日工したものであるかは現段階では言及する資料に乏しく､その解明には類例の若僧と今

紋の検討を待ちたい｡

4 近世

検出された追捕の中では 1-4号土坑の存在が特碑される｡ 2基ずつが隣接 して配徒ほ れていること

から､迫偶を蝉体として捉えるのではなく､2基で 1セットとして使用 していたと考えるべきであろうo

これら4基の土坑は､陶器婆がその内部から出土したことから貯蔵を目的として設置されたと考えられ

るが､ 1I3月の床面で検出した4個の石を根拠として個々の使用目的の相光も想定できる.

4個の石は方形の土坑床面の壁側に配起されており､平滑な面を｣二にして床面よりもレ-ル的にTulく

なるように据えられていた｡おそらくは柱の礎石もしくは版等をその上に'Bくための去⊆礎と考えられる｡

ただ､板状の物を置いて台を設'Eしたと仮定すると､長辺の石と石の間隔がやや広すぎる感がある. 上

からの加Etに対する負JIp'Tに耐えるためには中間付近にも石等を槻える必製があることから､柱を据える

ための石とするのが13:'当であり､仮に板状の設て荘物を'Eいたとすれば負荷がさほど掛からない軽石との物

を位いたと見るべきであろう｡いずれにせよ4個の石の配JBには床Idから浮かせるという意図が明薩に

存在する｡短絡的には小物類を整理するための棚等の設置物を想定するが､もう一つの側面として紫僻

りの士坑であるが故に避けられない湿気に対応､する意図をもって棚等が富kLて正されたことも想定され､貯

蔵物の特性に応 じて使い分けがなされていたと考えてよいであろう.これらの土坑と槻立柱雑物跡 ･梢

状i出荷等からなる居住空Ili】が､この地域の18世紀中頃の住空間の構成要素となるものであるかはさらな

る検討を要する｡ しかし､これらの追納をセットr英日系で確認できたことは､今後の検討材料として一つ

の好資料を提示することができたと考えるo

なお､この節無追跡周辺は地)-L.では r-/ク/ヤシキ｣と呼ばれ､おそらくは r下ノ屋敷｣をその語鯨

とすると考えられる｡今回の銅証で確捻された近世の屋敷跡がその呼称と直結する迫梢である確証はな

いが､屋敷地として富だ職されていた場所であったことは確実であろうo

以上､範無追跡の調査で健吾払できた主監柵 ･迫物について時代ごとに考察を駅みまとめとしたが､すべ

ての迫構 ･造物についての詳細な検討を力‖えることはできなかった｡ しかしながら､鹿児島97L-曾鹿市か

ら都城Th-と練れ下る大淀川中流域に展開した詐無道跡は純文時代 ･弥生時代 古代 ･中世 近世の各

時代における人々の一試みを垣間見せてくれた｡なかでも古代末から中世初頭の迫構 ･迫物は､島津荘成

立前後にこの他に生きた人々の姿を映し出すとともに､都城盆地における罷亥期の地域的様相を考える上

で大きな手掛かりとなるであろうO今後の周辺地域の調査威光の芭柵により､点として存在する追跡や

史跡等の関係がより明らかなものとなることを期待するものである｡
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B区 (C地点)



図版 3
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図版4
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下段左 畝状遺構断面 (中世)
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図版 5

B区 1号土坑遺物出土状況 (縄文) B区 3号土坑完掘状況 (縄文)

B区 1.-3号竪穴住居跡分布状況 (弥生 .Dl地点北半分)

一 】97-



図版6

B区 1号 ･2号竪穴住居跡完掘状況 (弥生､Dl地点北半分.左 1号､右
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B区 3号竪穴住居跡遺物出土状況 (弥生.Dl地点北半分)

B区 遺物出土状況 (SAL 遺物番号134) B区 1号土坑遺物出土状況 (弥生､遺物番号135)
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右 哩土堆積状況 (Dl地点)

勢 予 等 j B区 .号淋 遺構
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B区 1号周溝墓完掘状況 (古代 lC地点)

B区 3号周溝韮完掘状況 (古代 B地点)

B区 3号周溝墓の中央土壌内遺物出土状況
上段 完掘状況 下段 出土状況近影

B区 2号周溝墓完掘状況 (古代 ･B地点)

B区 1号周溝墓出土遺物 (土師茶葉)

B区 l号周溝状遺構 (古代､C地虎)
上段 検出状況 下段 完掘状況
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B区 1号土坑墓
(中世､Dl地点)

左 完振状況

下 副葬品出土状況

B区 土層堆積状況 (D2地点､上段右の写真の中央土層観察ベル ト)
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図版11

B区 1号 2号溝状i土横哩土堆積状況 (近世､Dl地点､左 1号､右 2号)
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B区 3号土坑床面検出状況 (近世､Dl地点)

B区 5号土坑 茶臼出土状況 (近世.Dl地点) B区 8号土坑 白色粘土充填状況 (近世.Dl地点)

一204-



図版13

弓Ft-芝

!tet= -

A区 縄文土器 1頬～4類

A区 縄文土器4頬 ･6類 10類

A区 縄文土器7頬～9頬

L

L
,
･.I
...]



図版14

B区 縄文土器 1類-3類

B区 縄文土器5類 (底部)

B区 SCl出土遺物

!-q! 1 1 1 '28 32

B区 縄文土器3類～6類

B区 縄文土器7類-12類



B区 縄文土器5類 19類 ･12類
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B区 鼓石 ･磨石
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A区

1号道状遺構出土遺物 (63､高台付椀)
包含層出土iA物 1 (皿 坪)
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包含居出土遺物 3

1 お山 95 (高台付嬢 ･黒色土器 .墨暮土器)
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A区
包含層出土iA物 4
(土師等 鉢 ･事)

A区

包含屠出土it物 5
(土師器 鉢 ･8)
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A区

包含層出土遺物6
(須恵器 ･越州窯系青磁)

A区 包含層出土遺物7 (須恵器.高台付碗 ･坪 ･壷)

実 ≡鞠 A区 包含層出土遺物 8 (刀子,
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ミ ニ ョ 136 B区 2号竪穴住居跡出土遺物

I .43 ー ト ー

B区 包含層出土遺物 1 (弥生土器 襲)
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B区 包含層出土遺物2
(弥生土器 集)

B区 包含層出土遺物3

(弥生土器 亜)

B区 包含層出土遺物4 (弥生土器 襲)
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B区 包含層出土遺物5 (弥生土器 壷)

B区 包含層出土遺物6 (弥生土器 底部)
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B区 2号溝状遺構出土遺物 (須恵器 棄)

B区 周溝墓出土遺物 (高台付璃 ･亜 ･鉢)

B区 1号土坑墓副葬品
(刀子 布付着)

噸 鈍 捗 幣 B区 1諾 墓副葬品

一215-



図版24

@ 2ユS二 二

245 ユ53

-1J げ ● J @ t, -

夜⑳鮮度

B区 土坑内出土遺物

B区 包含層出土遺物 1
(土師皿の内面)

虜 娘 14 ,3 B区 等 喜弘

一216-



図版25

} ダ 4 2W

貞 醗 破 1 ■ 〆

竜 頭 鹿 賀 qG id m

曹 ′ 弓 野

E ; ; ヨ

P I ㌔ i≡ノ

B区 包含層出土遺物3

(坪 ･椀 ･高台付椀)



図版26

も零t君 1㍍ , J- ,封曹,,～

B区 包含層出土遺物4
(土師椀の底部外面)

L伍軋li,並i J三三7豆 j J;;9 B区 豊 去声物 5



図版27

B区 包含層出土遺物7
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B区 包含層出土遺物9
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B区 包含層出土遺物16
(須恵器 大建)

B区 包含層出土遺物17

(須恵器 襲)

B区 包含層出土遺物18
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B区 包含暦出土遺物19(須恵器 亜)
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B区 包含層出土遺物22(東播系須恵器)
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B区 包含層出土遺物23(緑軸 ･灰軸etc)
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B区 包含層出土i生物24(白磁碗 A～C類)
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B区 包含層出土遺物25(白磁碗 D～ ]類)
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B区 包含層出土遺物26(白磁皿 ･白磁合子)

B区 包含層出土遺物27(青磁 ･青花)
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B区 包含層出土遺物28･29･30131
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B区 近世の遺物 1 (妻 ･鉢 ･I雷鉢 ･蓋)

B区 近世の遺物 2 (碗 ･筒形碗 ･火入れ ･皿)
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B区 近世の遺物 4 (碗 ･筒形碗 ･小杯 皿 鉢 ･標鉢)

740

B区 近世の遺物 5 (5号土坑出土､茶臼) B区 近世の遺物6 (砥石 ･石盤 ･火打石)
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灰軸陶器 (m)過せ土器石製.ちT.

近世 ･陶磁器塊ctc_) で模出



宮崎肌も埋蔵文化財セ ンタ-発iW.調査報告空き 第166封主

筆 無 追 跡

都城東環状線 今FT工区 地域近状推進部英 (地方i占)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告苔

平成20年 2月22日

発 行 包崎9.㌔墳l威文化財センター

〒880-0212 白崎既も宮崎fr7位土LL;(町下那珂L1019番地

TEL0985-36-日71 Fl̂×0985-72-0660

印 刷 ㈱印刷セ/クークロダ

〒880-0022 自崎市大摘 2丁目175


